
～幼
よう

児
じ

から～ 

『まっくらあそびしようよ！』 

はた こうしろう 作
さく

 ほるぷ出
しゅっ

版
ぱん

 

おばあちゃん家
ち

にお泊
とま

りした夜
よる

。真
ま

っ暗
くら

な中
なか

懐
かい

 

中
ちゅう

電
でん

灯
とう

をつけると、壁
かべ

に映
うつ

し出
だ

された影
かげ

は大
おお

きく 

なったり、小
ちい

さくなったり。不思議
ふ し ぎ

で楽
たの

しい「まっ 

くらあそび」を紹
しょう

介
かい

。 

 

『わたしのぼうし』 

佐
さ

野
の

 洋
よう

子
こ

 作
さく

・絵
え

 ポプラ社
しゃ

 

～ 中
ちゅう

学
がく

生
せい

から～ 

『パンに書
か

かれた言
こと

葉
ば

』 

朽
くつ

木
き

 祥
しょう

 作
さく

 小
しょう

学
がく

館
かｎ

 

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

後
ご

の春
はる

、エリーは母
はは

の故
こ

郷
きょう

イタ 

リアを訪
おとず

れる。字
じ

の書
か

かれた古
ふる

いパンをきっか 

けに、祖
そ

母
ぼ

が戦
せん

争
そう

中
ちゅう

の話
はなし

を語
かた

ってくれた。その 

夏
なつ

、広
ひろ

島
しま

の祖
そ

父
ふ

母
ぼ

にも会
あ

いに行
い

き……。 

『いま、この惑
わく

星
せい

で起
お

きていること』 

森
もり

 さやか 著
ちょ

 岩
いわ

波
なみ

書
しょ

店
てん

 

～低学年
ていがくねん

から～ 

『いもうとなんかいらない』 

ロイス ダンカン 作
さく

 小
こ

宮
みや

 由
ゆう

 訳
やく

 

平
ひら

澤
さわ

 朋
とも

子
こ

 絵
え

 岩
いわ

波
なみ

書
しょ

店
てん

 

メアリー・ケイにはスザンヌという 妹
いもうと

がいま

す。でもスザンヌは、一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

ぶといつもじゃまば

かり。嫌
いや

になったメアリー・ケイは、 妹
いもうと

を誰
だれ

かに

あげてしまおうと考
かんが

えます。 

『あつめる！はこぶ！せいそうしゃ』 

片
かた

平
ひら

 直
なお

樹
き

 ぶん 岡
おか

本
もと

 よしろう え 

交
こう

通
つう

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

 

 

 

 

『アリのかぞく』 

島田
し ま だ

 拓
たく

 ぶん 大島
おおしま

 加奈子
か な こ

 え 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども図
と

書
しょ

館
かん

では毎
まい

月
つき

、絵
え

本
ほん

からクイズを出
だ

して 

いるよ。今
こん

回
かい

のクイズはこちら‼ 

Ｑ．リーナが図
と

書
しょ

館
かん

で借
か

りたのは、何
なん

の本
ほん

でし 

ょうか？ 

『しずかに！ここはどうぶつのとしょかんです』 

ドン・フリーマン 作
さく

  なかがわ ちひろ 訳
やく

  

B
びー

L
える

出
しゅっ

版
ぱん

 

をよんでみてね！ 本
ほん

は図
と

書
しょ

館
かん

にあるよ。 

こたえはつぎのブックルだよりでね。 

7・8月
がつ

号
ごう

のこたえ 

「すいかごめのじゅもん 

（または、パックリ ポックリ カックリコ）」 

～中
ちゅう

学
がく

年
ねん

から～ 

『はじめましてのダンネバード』 

工
く

藤
どう

 純
じゅん

子
こ

 作
さく

 マコカワイ 絵
え

 くもん出
しゅっ

版
ぱん

  

  ４年
ねん

生
せい

の蒼
そう

太
た

のクラスにネパールから転
てん

校
こう

して 

きたエリサちゃん。日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

しかけても答
こた

えない 

エリサちゃんは、次
し

第
だい

に独
ひと

りぼっちに。何
なん

とかした 

いと思
おも

う蒼
そう

太
た

でしたが……。 

 

『ホホジロザメ』 

沼
ぬま

口
ぐち

 麻
あさ

子
こ

 文
ぶん

 関
せき

 俊
しゅん

一
いち

 絵
え

  福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

 

～高学年
こうがくねん

から～ 

『水
みず

辺
べ

のワンダー』 

橋
はし

本
もと

 淳
じゅん

司
じ

 著
ちょ

  文
ぶん

研
けん

出
しゅっ

版
ぱん

 

干
かん

ばつ・洪
こう

水
ずい

・水
みず

の汚
お

染
せん

など、世
せ

界
かい

には自
し

然
ぜん

災
さい

 

害
がい

や人
ひと

の活
かつ

動
どう

によるさまざまな水
みず

問
もん

題
だい

がありま 

す。その実
じっ

態
たい

を取
しゅ

材
ざい

し、水
みず

と人
ひと

の暮
く

らしの未
み

来
らい

 

を考
かんが

える一
いっ

冊
さつ

です。 

『空
そら

と大
だい

地
ち

に出
で

会
あ

う夏
なつ

』 

濱
はま

野
の

 京
きょう

子
こ

 作
さく

 しらこ 絵
え

 くもん出
しゅっ

版
ぱん

 

 

家
か

庭
てい

で一日
いちにち

５分
ふん

絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせをしましょう。 

Ｅ 
はた 

 

こんな本
ほん

いかが？ ～あたらしくはいった本
ほん

から～ 

Ｅ 
さの 

 

933 
た 

 

ＥＫ 
おか 

 

510 
は 

 

913 
は 

 

913 
く 

ＥＫ 
せき 

913 
く 

 

450 
も 

 

Ｅ 
ふり 

ブックル 
だより 

 

 



「月
つき

をみあげて」（幼
よう

児
じ

から） 

お月
つき

さまがきれいに見
み

える季節です。夜
よ

空
ぞら

をみあげ 

てみませんか？ 

 

『おつきさまこっちむいて』 

片
かた

山
やま

 令
れい

子
こ

 ぶん  片
かた

山
やま

 健
けん

 え （福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

） 

 

『つきよのかいじゅう』 

長
ちょう

 新
しん

太
た

 さく （佼
こう

成
せい

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

） 

 

『まんまるおつきさまをおいかけて』 

ケビン・ヘンクス 作
さく

・絵
え

 小
こ

池
いけ

 昌
まさ

代
よ

 訳
やく

 

福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

テーマで本
ほん

を読
よ

んでみよう！ 

Ｅ 

かた 

Ｅ 
ちよ 

Ｅ 
ヘン 

５
ふぁいぶ

-
－

Days
で い ず

こども図
と

書
し ょ

館
か ん

 カレンダー 

 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29

30 31

おやすみのひ

１０がつ９がつ

こども図書館
としょかん

では、子
こ

どもたちが作家
さ っ か

さんと触
ふ

れ合
あ

うことのできる講演会
こうえんかい

「やっぱり、本
ほん

が好
す

き！」を毎年
まいとし

開催
かいさい

しています。今年
こ と し

は、絵本
え ほ ん

作
さっ

家
か

・野
の

坂
さか

勇
ゆう

作
さく

さんをお迎
むか

えし、絵本『しもばしら』ができるまでのお話
はなし

を

聞
き

きました。また、江
え

波
ば

山
やま

気
き

象
しょう

館
かん

の職
しょく

員
いん

が、実
じっ

際
さい

にその場
ば

で霜
しも

柱
ばしら

を作
つく

る実
じっ

験
けん

を行
おこな

いました。 

 

児
じ

童
どう

文
ぶん

化
か

講
こう

演
えん

会
かい

「やっぱり、本
ほん

が好
す

き！」 

寒
さむ

い冬
ふゆ

の日
ひ

に、地
じ

面
めん

に腹
はら

ば

いになって霜
しも

柱
ばしら

を観
かん

察
さつ

し

たり、土
つち

の上
うえ

にミニカーや

石
いし

を載
の

せて、霜
しも

柱
ばしら

がどん

な風
ふう

に持
も

ち上
あ

げるか実
じっ

験
けん

したりしたそうです！ 

ドライアイスを使
つか

って、霜
しも

柱
ばしら

ができる様
よう

子
す

を再
さい

現
げん

します。 


